
　10数年，共に仕事をした元同僚が退
職するというので“面接”した（長く
管理をしていたせいで，私にはものご
との真相をはっきり知りたいというク
セがある）。退職の理由は何かという
私の問いに，すでに十分考慮してきた
という彼女の答えは「退屈」であった。
　退職者との面接は立場上数多くして
きたが，仕事が負担であるとか忙しく
てやっていけないなど，いわゆる過剰
説が一般的であった私にとって，仕事
が退屈だから辞めるという理由そのも
のが新鮮だった。いや，仕事が退屈だ
からというよりも，職場の雰囲気が退
屈だからといったほうが正確かもしれ
ない。やることはあり，皆，黙々と仕
事をしているし仲が悪いわけではない
が退屈なのであると彼女は付け加えた。
　彼女の話を聞きながら，ある本のタ
イトルを思い出した。それは『暇と退
屈の倫理学』（國分功一郎著，朝日出版
社，2011年）である。自宅の本棚から
取り出して表紙をめくると，購入した
日付があった，「2013.8.12」と記されて
いる。およそ 10年前に私は「暇と退屈」
に惹かれて読んでいたのだ（しかも最
近この本が文庫本となって，書店に並
び人気だという）。しかし，当時は暇
と退屈には無縁の生活を送っていた私
には，面白いタイトルの本だなという
印象しか残らず，その後，暇と退屈に
ついて考察することはなかった。
　10年が経過して，自分の目の前に
現れた，その仕事ぶりをよく知ってい
る有能な同僚が，私の本棚にあるタイ
トルに通ずる理由で退職を決断したと
いうことに心が動いた。

ハイデッガーの退屈論

　國分が前述の書で，暇と退屈に関す
るいくつかの学説を紹介している（あ
らためて読み直すと興味深い）。本稿で
は，「退屈論の最高峰」であるハイデッ
ガーの退屈論『形而上学の根本諸概念』
に関する著者の解説を取り上げたい。
　ハイデッガーは，「退屈はだれもが
知っていると同時に，だれもよく知ら
ない現象」であるので「こういったも
のを分析することは実に厄介である」
と述べた上で，退屈を二つに分けて考
えることを提案する。一つは「何かに
よって退屈させられること」。もう一
つは「何かに際して退屈すること」。
前者を退屈の第一形式，後者を退屈の
第二形式と呼ぶ。
　第一形式は受動形である（「退屈さ
せられる」）。これははっきりと退屈な
ものがあって，それが人を退屈という

気分のなかに引きずり込んでいるとい
うことである。第二形式では，何か特
定の退屈なものによって退屈させられ
るのではない。何かに立ち会っている
とき，よくわからないのだが自分が退
屈してしまうのである。いわば退屈が
周囲を覆い尽くしてしまうような感じ
であり，そのなかで人が退屈するのだ
という。
　ハイデッガーは退屈の第一形式を説
明する事例として，ある片田舎の小さ
なローカル線の，次の列車が 4時間後
に来るという駅で待つという状況を記
している。退屈しているときに，私た
ちが退屈を押さえ込もうとして求める
のは気晴らしである。何度も繰り返し
時計を見てしまうのは，現在の時刻を
確認したいのではなく，目の前に現れ
ている退屈を相手に，あとどれだけ気
晴らしを続けなければならないのかを
確認したいからである。退屈している
私たちは，ぐずついてる時間によって
引きとめられている。ぐずつく時間に
よる〈引きとめ〉は退屈の第一形式を
構成する要素である。
　第二形式は，「何かに際して，何か
に立ち会いつつ，なんとなく，なぜか，
いつのまにか，それと知らずに退屈し
ている」。第一形式の，より深まった
退屈である。ハイデッガーは，「大変
楽しかったけれども退屈したパーテ
ィー」の例を記している。第二形式の
場合は，「主体の置かれている状況そ
のものが暇つぶしであり，その状況は
特定の退屈なものなどありはしない」。
ここでは退屈させるものは「何だかわ
からない」という性格を持っている。
そこにいる私自身のなかに空虚が成育
してくる。外界が空虚であるのではな
くて，自分が空虚になるのだ。
　退屈の第一形式は〈暇であり退屈し
ている〉。第二形式は〈暇ではないが
退屈している〉。さらに気晴らしと区
別できない退屈であり，退屈を払いの
けるはずのものが退屈になっている。

「退屈はお前に自由を教えてい
る。だから，決断せよ」

　ハイデッガーはさらに，もはや気晴
らしが不可能であるような，最高度に
「深い」退屈を考える。退屈の第三形
式「なんとなく退屈だ」である。ここ
で私たちは，退屈に耳を傾けることを
強制される。その声を無理矢理聞かさ
れることで人はどうなるか。人間は自
分に目を向ける。目を向けることを強
制される。すると，自分が持っている
可能性に気がつく。つまり，「なんと

なく退屈だ」と感じている私たちは，
あらゆる可能性を拒絶されている。だ
が，むしろあらゆる可能性を拒絶され
ているが故に，自らが有する可能性に
目を向けるよう仕向けられている。こ
の第三形式からこそ，他の二つの形式
が発生するのだと説明される。
　退屈の第三形式「なんとなく退屈だ」
のなかで，人間は自分の可能性を示さ
れる。その可能性とは何なのか。ハイ
デッガーは「自由」だと答える。言い
換えると，私たちは退屈する。自由で
あるが故に退屈する。退屈するという
ことは自由であるということだ。「退屈
する人間には自由があるのだから，決
断によってその自由を発揮せよと言っ
ているのである。退屈はお前に自由を
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なぜ「退屈なので退職」するのか

教えている。だから，決断せよ」――こ
れがハイデッガーの結論である。
　もっとも，著者の國分は「ハイデッ
ガーの結論には受け入れ難いものがあ
る」とした上で，「彼の退屈の分析は極
めて豊かなものである」とも評している。

＊
　なぜ，退屈が退職の理由となるのか。
退屈にはどのような意味があるのかを，
（國分の解説を通してではあるが）ハイ
デッガーの退屈論によって学ぶことが
できた。退屈だから辞めるという，も
しかすると本人が気がついていない真
の理由に「退屈」が潜んでいるかもし
れないという仮説は，私を沸き立たせ
る。そこには自由があり，決断せよと
いうメッセージがあるというのである。

池田 真理　�EAFONS代表理事・第26回 EAFONS大会長／�
東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻 教授

第 26 回東アジア看護学 
研究者フォーラムを終えて

　東アジア看護学研究者フォーラム
（East Asian Forum of Nursing Scholars：

EAFONS）は，看護系大学の博士課程の
大学院生および修了生，大学院教育に携
わる教育・研究者を対象とする国際研
究フォーラムである。1997年の設立当
時，大学院博士課程の教育を実施してい
た日本を含む東アジア 7か国が理事国
となり，学術集会を毎年開催してきた。
近年はコロナ禍によりオンライン開催
が続いていたものの，第 26回大会は日
本看護系大学協議会と東京大学のメン
バーから構成された企画運営委員会が，
1年をかけて対面開催に向けた準備を
進めてきた。そしてこのたび 2023年 3
月 10～11日に，東京大学本郷キャンパ
スでの開催が実現し，登録者が1838人，
現地参加者は 1032人（約 4割は海外
から）と，今までにない盛況であった。
　大会テーマは「未曾有の時代における
看護学博士課程教育のレスポンス――
持続可能な well-beingに向けて」。世界
中の人の持続可能な幸福の実現に向け，
積み重ねられてきた知を大事にしなが
ら，時代のニーズに柔軟に変化・発展し
続ける看護学について，未来志向的に考
える大会となった。開会式は威勢の良い
和太鼓から始まり，開会挨拶では本年
2月に発生したトルコ・シリア大地震，
そして 12年前の東日本大震災に思いを
馳せて祈り，看護職としての責務を果た
すべく，積極的な 2日間を過ごそうと
呼びかけた。基調講演には看護学研究
の初学者が必ず手に取る書物，『看護研
究――原理と方法（第 2版）』（医学書
院）の筆頭著者としても有名な Cheryl 
Tatano Beck先生から，これまでの研究
を振り返り，「道なき道を行く」チャレ
ンジ精神をうかがうことができた。
　メイン会場では 3つのシンポジウム
が開催された。1つは「地域参加型研
究：ニーズマップから政策まで」。地

域のステークホルダーや市民が研究者
と協働しながら，研究の計画から実施，
実装まで行う研究手法が紹介された。
次に「データサイエンスへの挑戦：ヘ
ルスケアの進歩におけるデータサイエ
ンスの役割」というテーマで，気鋭の
研究者に最新の知見や世界の動向を紹
介してもらった。3つ目は「看護研究
における質的アプローチの探索」だ。
看護学の発展のためには実証研究だけ
ではなく，多様な研究疑問とニーズに
応える必要がある。同シンポジウムで
は新たな質的アプローチの開発の意義
とその実践が紹介された。また今回は
優秀賞候補および最優秀賞候補の演題
の口演発表をメイン会場で行い，発表
だけにとどまらず，質疑応答を通して
双方向で研究への理解を深めていくセ
ッションも繰り広げられた。
　学会Webサイトで参加を募った Stu-
dent Round Tableでは，どこでも誰と
でも付箋を使ったオンライン会議がで
きるツールを用いて，会期前から活発
に盛り上がった。会期中にも研究の悩
みややりがいについて対面で討議する
場が設けられ，18か国 50人以上が参加
した。大学院生の頃から海外の仲間と
交流し，実践者，研究者となった後も
EAFONSがプラットフォームとなって
協働の促進につながることは，まさに
めざすところである。EAFONS代表
理事として，持続可能な看護学の発展
のためにもこの活動を盛り上げていき
たいと思う。大会の様子は EAFONS
のオフィシャルWebサイト（
bit.ly/3VObDvs）内で見ることができる。

●いけだ・まり氏／東大医学部保健学科を卒
業後，花王株式会社に入社。その後，厚労省
で看護行政などに従事する。筑波大大学院教
育学修士，東大大学院保健学博士。2021年
より東大大学院医学系研究科健康科学・看護
学専攻教授，同年1月からEAFONS代表理事。
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